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例

図
表
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
読
む

組

番

氏
名

〈
宮
崎
市
の
人
口
〉

山
田
さ
ん
の
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
自
分
た
ち
の
住
む
宮
崎
市
に
つ
い
て
調
べ
、
発
表

会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、
人
口
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

資
料
１
～
３
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

資料１「宮崎市の人口の推移」
（人）

す い い

1970年 1990年 2010年

０～１４歳（年少人口） 60,158 70,729 58,326

１５～６４歳（生産年齢人口） 167,778 232,165 254,185

６５歳以上（老年人口） 17,274 38,526 85,048

総人口 245,210 342,573 400,583

※「平成22年国勢調査宮崎県の概要」宮崎県ホームページより作成
こ くせ い がい よう

資料２「宮崎市の年齢人口の総人口に占める割合の推移」
ね ん れ い

０％ ２０ ４０ ６０ ８０ １００％

１９７０年 24.5 68.4 7.0

１９９０年 20.7 67.8 11.2

２０１０年 14.6 63.5 21.2

年少人口 生産年齢人口 老年人口

※ 資料１のデータをもとに作成

わたしは1970年から2010年までの宮崎市の人口

の移り変わりについて調べました。

まず、この40年間の人口の増減について考えて

みました。

1970年と2010年を比べると、０～14歳の人口は
く ら

（ ① ）。1970年と2010年を比べると、65歳

以上の人口は（ ② ）。

次に、年齢人口の総人口に占める割合の推移に

ついて考えてみました。

1970年の年少人口（０～14歳）は60,158人

で、総人口の24.5％です。それに対し、2010

年の年少人口（０～14歳）は58,326人で、総

人口の14.6％です。

いっぽう、老年人口（65歳以上）について

は、1970年は17,274人に対して、2010年には

85,048人になっています。

このことから、この40年間で、総人口に対

する年少人口（０～14歳）の割合は10％近く

も減少し、逆に老年人口（65歳以上）の人口

は８倍以上に増えていることがわかります。

資料３「山田さんの発表原稿の一部」
げ ん こ う



〈
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
〉

発
表
原
稿
が
「
で
す
。
ま
す
。
」
（
敬

体
）
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
文
末
表
現

を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
ま
し
ょ
う
。

(
一)

資
料
３
の(

①)

・(

②)

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

①②

(

二)

次
の
ア
～
エ
の
各
文
は
、
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
す
。
資
料
の
内
容
と
合
っ
て

い
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

山
田
さ
ん
は
、
宮
崎
市
の
人
口
の
二
十
年
ご
と
の
変
化
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
。

イ

山
田
さ
ん
は
、
宮
崎
市
の
人
口
の
男
女
比
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
る
。

ウ

山
田
さ
ん
は
、
宮
崎
市
は
四
十
年
間
に
、
老
年
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
、
十
四
％

以
上
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
調
べ
て
い
る
。

エ

山
田
さ
ん
は
、
宮
崎
市
の
人
口
の
推
移
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
人
口
が
総
人
口
に

す

い

い

ね

ん

れ

い

占
め
る
割
合
も
調
べ
て
い
る
。

(

三)

山
田
さ
ん
の
発
表
原
稿
の
後
半
（

で
囲
っ
て
い
る
部
分
）
は
、
比
較
の
仕
方
が
ふ
さ

げ

ん

こ

う

ひ

か

く

わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
か
。
次
の
条

件
に
従
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。

条
件

・

「
人
口
」
と
「
年
齢
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
」
と
い
う
言
葉
を
必
ず
使
う
こ
と
。

・

六
十
字
以
上
八
十
字
以
内
で
説
明
す
る
こ
と
。

年

少

人

口

は

「

年

齢

人

口

の

総

人

口

に

占

め

る

割

合

」

で

減

少

し

た

こ

と

を

説

明

し

、

老

年

人

口

は

「

人

口

」

で

増

え

た

こ

と

を

説

明

し

て

い

る

点

が

ふ

さ

わ

し

く

な

い

と

思

う

。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

80字

60字

減
っ
て
い
ま
す
（
減
少
し
て
い
ま
す
）

増
え
て
い
ま
す
（
増
加
し
て
い
ま
す
）

イ

〈
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
〉

山
田
さ
ん
の
発
表
原
稿
は
、
比
較
の
仕

方
が
異
な
る
こ
と
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
れ
ば

正
解
で
す
。

〈
解
答
例
〉


